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データ科学・AI 教育研究センター概要 

 

福井大学では，令和 3(2021)年 4 月に公表した福大ビジョン 2040 において，深い実践的教養を備え

る卓越高度専門職業人を育成するための一環として，数理データサイエンス教育により，AI やデータ

を使いこなせる能力等を十分身に付けた人材を分野横断的に育成することを教育のミッションとして

掲げている。また，社会では，グローバル社会・デジタル社会が進展するなか，デジタルトランスフ

ォーメーションを担うことができる人材があらゆる業種において求められている。政府は「AI 戦略

2019」（令和元(2019)年６月統合イノベーション戦略推進会議決定）に基づき，デジタル社会で活躍す

る，データを利活用できる能力を持った高度専門職業人を育成していく取り組みとして，令和 3(2021)

年より「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度」を開始した。 

上記のような社会からの要請に応えるため，また本学のミッションを達成するために，学部，大学

院及び関連する各学内共同教育研究施設等と連携協力し，数理・データサイエンス・AI 分野における

教育研究活動を推進することを目的として，令和３(2021)年 7 月 1 日付けで「データ科学・AI 教育研

究センター（Center for Data Science and Artificial Intelligence）」が開設された。 

 

 

センター構成員（任期：令和 5 年 4 月 1 日〜令和 7 年 3 月 31 日） 

 

センター長 廣瀬 勝一 工学系部門 電気・電子工学講座 教授 

副センター長 藤田 亮介 医学系部門 生命情報医科学講座 教授 

専任教員 樋口 健 データ科学・AI 教育研究センター 教授 

兼任教員 塚本 充 教育・人文社会系部門 教員養成領域 教授 

松本 智恵子 教育・人文社会系部門 教員養成領域 准教授 

小林 渓太 教育・人文社会系部門 教員養成領域 助教 

藤田 亮介 医学系部門 生命情報医科学講座 教授 

佐藤 大介 医学系部門 看護学講座 臨床看護学 教授 

坂下 雅文 医学部附属病院 医学研究支援センター 講師 

山中 俊祐 医学部附属病院 救急部 助教 

森 眞一郎 工学系部門 情報・メディア工学講座 教授 

長谷川 達人 工学系部門 情報・メディア工学講座 准教授 

玉井 良則 工学系部門 物理工学講座 教授 

髙田 宗樹 工学系部門 知能システム工学講座 教授 

井上 博行 教育・人文社会系部門 総合グローバル領域 教授 

委員会が必要と認めた者 寺澤 ますみ 学務部教務課（令和 5 年 5 月 1 日〜） 特命職員 
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まえがき 

 

福井大学データ科学・AI 教育研究センターは令和 3(2021)年 7 月 1 日に開設されたことから，本自

己点検・評価は，開設から令和 5(2023)年度における活動について，福井大学部局等自己点検・評価及

び外部評価実施要項（令和 3(2021)年１月 27 日学長裁定）に従って実施された。 

 

 

自己点検・評価委員会（任期：令和 5(2023)年 4 月 1 日〜令和７(2025)年 3 月 31 日） 

 

理事（教育，評価担当） 安田 年博  理事 

センター長 廣瀬 勝一 工学系部門電気・電子工学講座 教授 

専任教員 樋口 健 データ科学・AI 教育研究センター 教授 

兼任教員 

松本 智恵子 教育・人文社会系部門 教員養成領域 准教授 

藤田 亮介 
医学系部門 生命情報医科学講座 

（兼）副センター長 
教授 

玉井 良則 工学系部門 物理工学講座 教授 

各学部の教務学生委員長

又は教育委員長 

西沢 徹 

(〜R6.3.31) 

坂本 太郎 

(R6.4.1〜) 

教育学部教務学生委員会委員長 教授 

飯野 哲 
医学部教育委員会委員長代理 副医学部長

（教育，評価） 
教授 

熊倉 光孝 工学部教育委員会委員長 教授 

井上 博行 国際地域学部教務学生委員会委員長 教授 

学務部長 北島 弘一 学務部 部長 

その他委員会が必要と認

めた者 
寺澤 ますみ 学務部教務課 特命職員 

 

 

自己点検・評価報告書作成担当 

 

センター長 廣瀬 勝一 工学系部門電気・電子工学講座 教授 
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副センター長 藤田 亮介 医学系部門生命情報医科学講座 教授 

専任教員 樋口 健 データ科学・AI 教育研究センター 教授 

委員会が必要と認めた者 寺澤 ますみ 学務部教務課 特命職員 
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１ 評価結果一覧 

 

福井大学部局等自己点検・評価及び外部評価実施要項に基づいて実施した評価結果一覧を下表に示す。

各項目の評価結果は以下の４段階とした。 

S: 非常に優れている  A: 優れている  B: 標準的である  C: 劣っている 

なお，「―」は該当しないことを表す。 

 

項目 評価 

基準 1 センター等の設置目的等 

1-1 設置目的が明確に定められており，その内容が本学の目的等に適合するものであるこ

と。 

A 

1-2 設置目的が，本学構成員に周知されているとともに，地域・社会に公表されているこ

と。 

A 

1-3 設置目的，活動が，中期目標・計画を含め本学の短期・中期の目標等の達成に資するも

のであること。 

Ｓ 

基準 2 センター等の組織 

2-1 設置目的を達成する上で必要な組織構成・実施体制が適切に整備され，機能している

こと。 

A 

2-2 設置目的を達成する上で必要な構成員が適切に配置されていること。 A 

基準 3 活動状況と成果・効果 

3-1 設置目的に沿った活動が，充分に行われていること。 Ｓ 

3-2 設置目的の達成に資する成果・効果があがっていること。 Ａ 

3-3 本学の目的等の達成に資する成果・効果があがっていること。 Ａ 

3-4 本学の中期目標・計画を含め本学の短期・中期の目標等の達成に資する成果・効果があ

がっていること。 

Ｓ 

3-5 活動状況及びその成果・効果が，学内及び地域・社会に対して公表されていること。 B 

基準 4 学生・研究者等の受入れ，支援等（該当する場合） 

4-1 設置目的に沿って，学生・研究者等を適切に受入れていること。 ― 

4-2 設置目的に沿った履修指導・研究指導を含め支援等が適切に実施され，成果・効果があ

がっていること。 

― 

基準 5 施設・設備 

5-1 活動する上で必要な施設・設備が適切に整備されていること。 B 

5-2 活動する上で必要な施設・設備が有効に活用されていること。 B 

基準 6 財務 

6-1 設置目的に沿った活動を適切かつ安定して遂行できるだけの財務基盤を有しているこ

と。 

B 

6-2 設置目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計画が策定 B 
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され，適切に履行されていること。 

基準 7 管理運営 

7-1 管理運営に関する方針が明確に定められ，それらに基づき適切な規定等が整備されて

いること。 

B 

7-2 設置目的を達成するために必要な管理運営体制及び事務組織が整備され，機能してい

ること。 

Ａ 

基準８ 内部質保証 

8-1 活動の状況やその成果・効果について，自己点検・評価を行い，その結果を改善につ

なぐ適切な体制（内部質保証体制）が整備されていること。 

Ａ 

8-2 内部質保証体制が有効に機能していること。 Ａ 

8-3 全学テーマ別自己点検・評価に係る点検・評価項目の基準等がみたされていること。

（該当する場合） 

― 
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２ 各項目の評価結果 

 

基準 1 センター等の設置目的 

1-1 設置目的が明確に定められており，その内容が本学の目的等に適合するものであること。 

評価：A 

【基準に係る状況】 

福井大学データ科学・AI 教育研究センター（以下，本センター）の設置目的は，福井大学データ科学・

AI 教育研究センター規程（以下，本センター規程）の第 2 条に「センターは，福井大学の教育研究理念

と目標を達成するために，学部，大学院及び関連する各学内共同教育研究施設等と連携協力し，数理・

データサイエンス・AI 分野における教育研究活動を推進することを目的とする」と記されている。福井

大学学則の第 1 条に記されている目的及び使命の「学術と文化の拠点として，高い倫理観のもと，人々

が健やかに暮らせるための科学と技術に関する世界的水準での教育・研究を推進し，地域，国及び国際

社会に貢献し得る人材の育成」を実践することに適合する。 

【評価結果とその理由】 

基準に係る状況から，本センターの設置目的は本センター規程に明確に定められており，その内容は

福井大学学則の第 1 条に記されている目的及び使命に適合すると判断した。 

 

1-2 設置目的が，本学構成員に周知されているとともに，地域・社会に公表されていること。 

評価：A 

【基準に係る状況】 

本センターの設置目的は本センター規程に記されている。また，本センター規程は福井大学規程集に

掲載されており，本学構成員は閲覧可能である。さらに，本センターの設置目的は，本センターホーム

ページ（https://www.dsai.u-fukui.ac.jp/）のセンター概要にも掲載されている。 

【評価結果とその理由】 

基準に係る状況から，設置目的が，本学構成員に周知されているとともに，地域・社会に公表されて

いると判断した。 

 

1-3 設置目的，活動が，中期目標・計画を含め本学の短期・中期の目標等の達成に資するものであるこ

と。 

評価：Ｓ 

【基準に係る状況】 

本センターの活動については，本センター規程の第 3 条に以下の業務が挙げられている。 

(1) 数理・データサイエンス・AI 分野に関する教育研究の推進及び支援に関すること。 

(2) 数理・データサイエンス・AI 教育プログラムの制定，管理運営に関すること。 

(3) 数理・データサイエンス・AI 教育プログラムの自己点検及び評価に関すること。 

(4) 数理・データサイエンス・AI 分野に関し，学内外の教育研究組織及び地域社会との連携協力に関す

ること。 

(5) その他センターの目的を達成するために必要な業務に関すること。 

https://www.dsai.u-fukui.ac.jp/
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本センターの設置目的及び活動に関する事項として，本学の第４期中期目標・中期計画（令和 4(2022)

年度〜令和 9(2027)年度）のうち，「Ⅰ 教育研究の質の向上に関する事項」の「２ 教育」の(3)に「特

定の専攻分野を通じて課題を設定して探究するという基本的な思考の枠組みを身に付けさせるととも

に，視野を広げるために他分野の知見にも触れることで，幅広い教養も身に付けた人材を養成する」と

記されている。さらに，(3)-1 には「卓越高度専門職業人の育成を目指し，各学部の特色に応じた数理・

データサイエンス・AI 分野の教育を推進し，内閣府・文部科学省・経済産業省の３府省が連携し奨励し

ている数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度の認定を取得する。また，認定取得した教

育プログラムを普及させる」と記されており， 

A) 令和５(2023)年度までに数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度（リテラシーレ

ベル）の認定を取得 

B) 認定取得した教育プログラム履修者数：200 名以上（第４期の最終年度） 

が評価指標として掲げられている。A については，令和 4(2022)年度に「データサイエンス実践基礎力

育成プログラム」が同認定制度のリテラシーレベル（大学単位）の認定を取得した。B については，令

和 4(2022)年度に本プログラムの履修者数が 331 名となっている。更に，令和 5(2023)年度には「工学

部数理・データサイエンス・AI 応用基礎力育成プログラム」が同認定制度の応用基礎レベル（学部単位）

の認定を取得し，リテラシーレベルの必修化やプログラムの改善を行いながら教育プログラムの普及に

努めている。なお，令和 6(2024)年度には「国際地域学部数理・データサイエンス・AI 応用基礎力育成

プログラム」が応用基礎レベル（学部単位）の認定を取得しており，令和 7(2025)年度には医学部及び

教育学部で応用基礎レベルの認定を取得するための申請を予定している。このように，令和 7(2025)年

度には全学部で認定を取得した応用基礎レベルプログラムを受講することが可能となるよう準備を進

めている。 

 

【評価結果とその理由】 

本学の第４期中期目標・中期計画のうち「Ⅰ 教育研究の質の向上に関する事項」の「２ 教育」の(3)-

1 には，本センターの設置目的及び活動に合致する評価指標が掲げられている。これらの評価指標に対

し，早期に数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）の認定を取得し，

指標値を大きく上回る履修数の実績をあげている。更に，リテラシーレベル教育プログラムの必修化や

学部単位での応用基礎レベル教育プログラムの認定取得・プログラム改善等の教育プログラム普及のた

めの活動を続けており，本学の中期目標・計画の達成に大きく貢献している。 

以上のことから，本センターの設置目的及び活動が，本学の中期目標・計画の達成に資するものであ

るという点で非常に優れていると判断した。 

 

基準 2 センター等の組織 

2-1 設置目的を達成する上で必要な組織構成・実施体制が適切に整備され，機能していること。 

評価：A 

【基準に係る状況】 

本センターの組織構成については，本センター規程の第 4条に以下の職員を置くことが記されている。 

(1) センター長 
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(2) 副センター長 

(3) 専任教員 

(4) 兼任教員 

(5) その他必要な職員 

また，本センター規程の第５条には，上記各職員の職務について，センター長が管理運営を司ること，

副センター長がセンター長の業務を補佐すること，専任教員と兼任教員が本センターの業務を処理する

こと，その他の職員がセンターの業務に従事することが掲げられている。 

実施体制として，本センター規程の第 4 条に記された各職員が配置され，それぞれの職務に従事して

いる。 

【評価結果とその理由】 

基準に係る状況から，設置目的を達成する上で必要な組織構成・実施体制が適切に整備され，機能し

ていると判断した。 

 

2-2 設置目的を達成する上で必要な構成員が適切に配置されていること。 

評価：A 

【基準に係る状況】 

本センターには，センター長と副センター長がそれぞれ 1 名ずつ配置されている。また，専任教員と

して， 1 名の教員（教授）が配置されており，兼任教員として 11 名の教員が配置されている。さらに，

特命職員が 1 名配置されている。 

兼任教員の所属の内訳は，教育・人文社会系部門が 4 名，工学系部門が 4 名，医学系部門が 3 名であ

り，本学の全学部の教育研究に関わる教員が参加している。 

【評価結果とその理由】 

基準に係る状況から，設置目的を達成するため，全学部に関わる本センターの活動を行う上で必要な

構成員が適切に配置されていると判断した。 

 

〔基準 2 に関する課題〕 

本センターでは，令和 5(2023)年度まで，数理・データサイエンス・AI 分野に関する教育研究活動の

うち，主に教育活動の推進及び支援について取り組んできたが，研究活動の推進及び支援の強化を図る

ことを念頭に置いて，令和 6(2024)年度に教育推進部と研究共創部が設置されることとなった。今後は，

研究共創部の組織の適切な整備と必要な構成員の配置に基づいて，数理・データサイエンス・AI 分野に

関する研究活動を推進することが課題となる。 

参考：別紙４（第８条関係） 自己点検・評価での課題への対応 (基準番号２に関する課題) 

 

基準 3 活動状況と成果・効果 

3-1 設置目的に沿った活動が，充分に行われていること。 

評価：Ｓ 

【基準に係る状況】 

本センター規程では，第２条に設置目的が掲げられており，第３条にその目的を達成するために以下
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の業務を行うことが記されている。 

(1) 数理・データサイエンス・AI 分野に関する教育研究の推進及び支援に関すること。 

(2) 数理・データサイエンス・AI 教育プログラムの制定，管理運営に関すること。 

(3) 数理・データサイエンス・AI 教育プログラムの自己点検及び評価に関すること。 

(4) 数理・データサイエンス・AI 分野に関し，学内外の教育研究組織及び地域社会との連携協力に関す

ること。 

(5) その他センターの目的を達成するために必要な業務に関すること。 

以下に各業務について評価対象年度に行った活動を挙げる。これらの詳細は本センターホームページ

（https://www.dsai.u-fukui.ac.jp/）で公開されている。 

(1)については，令和 3(2021)年度に本センターのキックオフシンポジウムを開催し，令和 4(2022)年

度，令和 5(2023)年度に FD シンポジウムを開催した。これらのシンポジウムでは，本学及び他大学に

おける数理・データサイエンス・AI 教育への取り組みに関する講演や数理・データサイエンス・AI 分

野の研究に関する講演を企画した。 

(2)については，令和 4(2022)年度に「データサイエンス実践基礎力育成プログラム」が文部科学省の「数

理・データサイエンス・AI 教育プログラム（リテラシーレベル）」に認定された。（参考：

https://www.dsai.u-fukui.ac.jp/program/）これは，全学部で履修可能な大学単位の教育プログラムであ

り，必修化を進めている。（令和４(2022)年度には医学部，令和５(2023)年度には国際地域学部，令和

6(2024)年度には教育学部で必修化を済ませている。工学部については令和 7(2025)年度以降を目標に

調整を進めている。）また，令和 5(2023)年度に「工学部数理・データサイエンス・AI 応用基礎力育成

プログラム」が文部科学省の「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム（応用基礎レベル）」に認

定された。（参考：https://www.dsai.u-fukui.ac.jp/program_al/）さらに，「国際地域学部数理・データサ

イエンス・AI 応用基礎力育成プログラム」を構成し令和 5(2023)年度より実施している。また，後述す

る自己点検・評価を通して，関係教員，受講者アンケート結果，産業界の学外委員からの意見を踏まえ，

教育プログラムの更なる改善・普及に努めている。なお，文部科学省認定プログラムの取得及び教育プ

ログラム履修者数は第４期中期目標・計画の評価指標になっており，項目 1-3 で述べた通り，本学の中

期目標・計画の達成に大きく貢献している。 

(3)については，令和 3(2021)年度から毎年度「データサイエンス実践基礎力育成プログラム」の自己

点検・評価を行った。また，令和４(2022)年度，令和 5(2023)年度に「工学部数理・データサイエンス・

AI 応用基礎力育成プログラム」の自己点検・評価を行った。さらに，令和 5(2023)年度に「国際地域学

部数理・データサイエンス・AI 応用基礎力育成プログラム」の自己点検・評価を行った。これらの教育

プログラムの自己点検・評価は，各プログラムを構成する授業科目の担当教員の協力の下，本センター

専任教員を中心として実施され，各教育プログラム構成科目の履修状況及び単位修得状況，学生アンケ

ート結果，学外委員からの意見等を踏まえて，大きく以下の５点について点検・評価が実施されている。 

• 教育プログラムの履修・修得状況に対する点検・評価 

• 教育プログラムの学習成果に対する点検・評価 

• 教育プログラムに対する点検・評価 

• 教育プログラム修了者の進路・活躍状況・企業等の評価 

• 産業界からの視点を含めた教育プログラムの評価 

作成された教育プログラム自己点検結果報告書案については，データ科学・AI 教育研究センター自己点

https://www.dsai.u-fukui.ac.jp/
https://www.dsai.u-fukui.ac.jp/program/
https://www.dsai.u-fukui.ac.jp/program_al/
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検・評価委員会（以下，本センター自己点検・評価委員会）にて審議・承認が行われている。教育プロ

グラム自己点検結果報告書は，本センターホームページ（https://www.dsai.u-fukui.ac.jp/）で公開され

ている。 

(4)については，本センター兼任教員が，令和 3(2021)年度から毎年度，「統計・データサイエンスへ

の誘い」を本学公開講座で開講している。また，令和５(2023)年度に県内事業者対象講演会を実施した。 

【評価結果とその理由】 

本センターでは，本センター規程に記された具体的な業務のすべてが各年度に実施されている。同時

に，本センターの設置目的に沿った活動が充分に行われた結果，リテラシーレベル教育プログラムの文

部科学省認定取得や履修者数の確保に関する第 4 期中期目標・計画の指標値超過達成への貢献に繋がっ

た。これらのことから，設置目的に沿った活動が充分に行われているという点で非常に優れていると判

断した。 

 

3-2 設置目的の達成に資する成果・効果があがっていること。 

評価：Ａ 

【基準に係る状況】 

本センターの設置目的は，本センター規程の第 2 条に「センターは，福井大学の教育研究理念と目標

を達成するために，学部，大学院及び関連する各学内共同教育研究施設等と連携協力し，数理・データ

サイエンス・AI 分野における教育研究活動を推進することを目的とする」と記されている。 

本センターで開催したシンポジウムでは，数理・データサイエンス・AI に関する教育及び研究の両方

に関する講演を企画してきた。また，文部科学省の「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム」に

ついては，各学部と連携協力し，リテラシーレベルについては全学部で，応用基礎レベルについては工

学部と国際地域学部で教育プログラムを実施するとともに自己点検・評価を行っている。なお，リテラ

シーレベルの教育プログラムと，応用基礎レベルの工学部教育プログラムは，それぞれ令和 4(2022)年

度，令和 5(2023)年度に文部科学省の認定を受けている。 

【評価結果とその理由】 

項目 1-3 及び 3-1 で述べた通り，設置目的の達成に資する成果・効果が大きくあがっており、それが

本学の第 4 期中期目標・計画の指標値超過達成への貢献に繋がったと判断した。 

 

3-3 本学の目的等の達成に資する成果・効果があがっていること。 

評価：Ａ 

【基準に係る状況】 

項目 1-1 で記されたとおり，本センターの設置目的は，本学の「学術と文化の拠点として，高い倫理

観のもと，人々が健やかに暮らせるための科学と技術に関する世界的水準での教育・研究を推進し，地

域，国及び国際社会に貢献し得る人材の育成」という目的に適合している。加えて，本学の理念を実現

するための道標として令和 3(2021)年に策定された「福大ビジョン 2040」においても，「１．教育 ①

深い実践的教養を備える卓越高度専門職業人の育成」として数理・データサイエンスを活用できる能力

等を十分身に付けた人材を分野横断的に育成することが掲げられており，全学的に教育プログラムの普

及を推進している本センターの活動がビジョン達成に寄与している。 

さらに，項目 3-2 の評価結果とその理由に記されたとおり，本センターの設置目的の達成に資する成

https://www.dsai.u-fukui.ac.jp/
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果・効果が大きくあがっている。特に，文部科学省の「数理・データサイエンス・AI 教育プログラム」

については，本学の第４期中期目標・中期計画（令和 4(2022)年度〜令和 9(2027)年度）に評価指標が

定められている。 

【評価結果とその理由】 

基準に係る状況から，本学の目的等の達成に資する成果・効果が大きくあがっていると判断した。 

 

3-4 本学の中期目標・計画を含め本学の短期・中期の目標等の達成に資する成果・効果があがっている

こと。 

評価：S 

【基準に係る状況】 

項目 1-3 及び 3-1 で記されたとおり，本センターの設置目的及び活動は，本学の第４期中期目標・中

期計画（令和 4(2022)年度〜令和 9(2027)年度）のうち，「Ⅰ 教育研究の質の向上に関する事項」の「２ 

教育」の(3)-1 に記載された「卓越高度専門職業人の育成を目指し，各学部の特色に応じた数理・データ

サイエンス・AI 分野の教育を推進し，内閣府・文部科学省・経済産業省の３府省が連携し奨励している

数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度の認定を取得する。また，認定取得した教育プロ

グラムを普及させる」に資するものである。なお，これに関する以下の二つの評価指標は既に達成され

ている。 

• 令和５(2023)年度までに数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度（リテラシーレベ

ル）の認定を取得 

• 認定取得した教育プログラム履修者数：200 名以上 

数理・データサイエンス・AI 教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）については，評価指標であ

る令和 5(2023)年度目標から 1 年前倒しで，令和 4(2022)年 8 月に「データサイエンス実践基礎力育

成プログラム」（全学開講）により認定を取得した。認定有効期限は令和 9(2027)年 3 月 31 日であ

る。本プログラムは令和３(2021)年度より開講されている。令和 3(2021)年度から令和 5(2023)年

度の履修登録者数は以下のとおりであり，令和 4(2022)年度時点で指標値(200 名)を大きく上回っ

て達成している。 

 

年度 履修登録者数 

令和 3(2021)年度 156  

令和 4(2022)年度 331  

令和 5(2023)年度 361  

 

【評価結果とその理由】 

基準に係る状況から，本学の中期目標・計画を含め本学の短期・中期の目標等の達成に資する成果・

効果が目標を上回り充分にあがっていると判断した。 

 

3-5 活動状況及びその成果・効果が，学内及び地域・社会に対して公表されていること。 

評価：B 
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【基準に係る状況】 

本センターでは，認定を受けた数理・データサイエンス・AI 教育プログラムに関する情報や，主催す

る FD シンポジウムの情報等を，本センターのホームページ（https://www.dsai.u-fukui.ac.jp/）で公開

している。認定を受けた数理・データサイエンス・AI 教育プログラムに関しては，申請書および自己点

検結果報告書が公開されている。 

【評価結果とその理由】 

基準に係る状況から，標準的なレベルで，活動状況及びその成果・効果が学内及び地域・社会に対し

て公表されていると判断した。 

 

〔基準 3 に関する課題〕 

数理・データサイエンス・AI 教育プログラムの実施については概ね順調に進んでいると判断できる

が，今後の課題として以下が挙げられる。 

• リテラシーレベルの「データサイエンス実践基礎力育成プログラム」について，工学部での必修

化を目標とする普及を進めること。 

• 応用基礎レベルの教育プログラムについて，教育学部と医学部においても認定を取得すること。

また，工学部と国際地域学部において認定を取得した教育プログラムの普及を進めること。 

• 教育プログラムの自己点検・評価に関して，個々の履修者の学習成果の評価方法・実施に関する

検討を進めること。 

参考：別紙４（第８条関係） 自己点検・評価での課題への対応 (基準番号３に関する課題) 

 

 

基準 4 学生・研究者等の受入れ，支援等（該当する場合） 

4-1 設置目的に沿って，学生・研究者等を適切に受入れていること。 

評価：該当しない 

 

4-2 設置目的に沿った履修指導・研究指導を含め支援等が適切に実施され，成果・効果があがっている

こと。 

評価：該当しない 

 

 

基準 5 施設・設備 

5-1 活動する上で必要な施設・設備が適切に整備されていること。 

評価：B 

【基準に係る状況】 

本センターは，文京キャンパス総合研究棟Ⅰに会議室を有している。本センターには松岡キャンパス

に勤務する構成員も存在することから，会議室には遠隔会議のための機器も整備している。なお，本セ

ンターの専任教員は，工学部兼担および工学研究科担当であることから，工学系部門に教員室と実験室

を有している。 

https://www.dsai.u-fukui.ac.jp/
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教育研究設備については，専任教員が，令和 3(2021)年度から令和 5(2023)年度に，学内の「教育の

質向上のための重点配分経費」より「様々な学問分野に向けたデータサイエンス・AI の実践教育基盤開

発プロジェクト」として助成を受け，4 台の GPU（Graphics Processing Unit）搭載コンピュータ，2 台

の NAS（Network Attached Storage），多数のシングルボードコンピュータを導入・管理し，データサイ

エンス・AI の実践教育基盤の整備を進めている。 

【評価結果とその理由】 

基準に係る状況から，標準的なレベルで，活動する上で必要な施設・設備が適切に整備されていると

判断した。 

 

5-2 活動する上で必要な施設・設備が有効に活用されていること。 

 評価：B 

【基準に係る状況】 

本センターの会議室および遠隔会議のための機器は，センター長，副センター長，専任教員，兼任教

員，特命職員，学務部教務課職員による月例のミーティングなどで活用されている。 

「様々な学問分野に向けたデータサイエンス・AI の実践教育基盤開発プロジェクト」で整備を進めて

いる実践教育基盤はデータサイエンス・AI 分野に関する各種講義・実験・実習，さらには卒業研究にお

いても活用されている。 

【評価結果とその理由】 

基準に係る状況から，標準的なレベルで，活動する上で必要な施設・設備が有効に活用されていると

判断した。 

 

 

基準 6 財務 

6-1 設置目的に沿った活動を適切かつ安定して遂行できるだけの財務基盤を有していること。 

評価：B 

【基準に係る状況】 

本センターの活動を遂行するための財務基盤は大学から措置される運営費であり，これには専任教員

研究費も含まれる。また，学長裁量経費により，専任教員と特命職員の人件費が措置されている。 

専任教員の教育活動については，上記の他，令和 3(2021)年度から令和 5(2023)年度に，学内の「教

育の質向上のための重点配分経費」より「様々な学問分野に向けたデータサイエンス・AI の実践教育基

盤開発プロジェクト」として助成を受け，データサイエンス・AI の実践教育基盤の整備を進めている。

本実践教育基盤はデータサイエンス・AI 分野に関する各種講義・実験・実習，さらには卒業研究におい

て活用されている。 

【評価結果とその理由】 

基準に係る状況から，標準的なレベルで，設置目的に沿った活動を適切かつ安定して遂行できるだけ

の財務基盤を有していると判断した。 

 

6-2 設置目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適切な収支に係る計画が策定され，適切に
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履行されていること。 

評価：B 

【基準に係る状況】 

本センターの活動を遂行するために大学から措置される運営費については，毎年度，本センター運営

委員会で予算及び決算を審議するとともに承認を得ている。 

【評価結果とその理由】 

基準に係る状況から，標準的なレベルで，設置目的を達成するための活動の財務上の基礎として，適

切な収支に係る計画が策定され，適切に履行されていると判断した。 

 

 

基準 7 管理運営 

7-1 管理運営に関する方針が明確に定められ，それらに基づき適切な規定等が整備されていること。 

評価：B 

【基準に係る状況】 

本センターの組織と運営に関する必要な事項は本センター規程に定められている。本センターの目的

と業務はそれぞれ第２条，第３条に定められている。本センターに配置する職員とその職務は，それぞ

れ第４条，第５条に定められている。さらに，第 7 条には，本センターの円滑な運営を図るため，デー

タ科学・AI 教育研究センター運営委員会（以下，本センター運営委員会）を置くことが定められている。

また，第 8 条には，自己点検及び評価を実施するために，本センター自己点検・評価委員会を置くこと

が定められている。本センター運営委員会の審議事項，組織，議事等の必要な事項は，福井大学データ

科学・AI 教育研究センター運営委員会要項に定められている。本センター評価委員会の所掌事項，組織，

議事等の必要な事項は，福井大学データ科学・AI 教育研究センター自己点検・評価委員会要項に定めら

れている。 

【評価結果とその理由】 

基準に係る状況から，標準的なレベルで，管理運営に関する方針が明確に定められ，それらに基づき

適切な規定等が整備されていると判断した。 

 

7-2 設置目的を達成するために必要な管理運営体制及び事務組織が整備され，機能していること。 

評価：Ａ 

【基準に係る状況】 

本センターの管理運営体制については，本センター規程の第 4 条に，(1)センター長，(2)副センター

長，(3)専任教員，(4)兼任教員，(5)その他必要な職員を置くことが定められている。本センターには，

センター長と副センター長がそれぞれ 1 名ずつ配置されており，専任教員として 1 名の教員（教授）が

配置されている。また，兼任教員として 11 名の教員が配置されている。さらに，特命職員が 1 名配置

されている。これらの職員は，本センター規程の第 5 条に定められた職務に従事している。 

事務組織については，本センター規程の第 9 条に，本センターの事務は学務部教務課において処理す

ることが定められており，主に，学務総務・共通教育担当の職員が従事している。 

さらに，本センターには，本センター規程の第７条に定められた本センター運営委員会が設置され，
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センターの円滑な運営に係る活動に従事している。また，同規程の第８条に定められた本センター自己

点検・評価委員会が設置され，自己点検及び評価に関わる事項を実施している。 

【評価結果とその理由】 

基準に係る状況の通り，設置目的を達成するために必要な管理運営体制及び事務組織が充分に整備さ

れた結果，項目 1-3 や 3-1 等に記した通り大学の目的や中期目標・計画の達成に大きく貢献することに

繋がったことから，管理運営体制及び事務組織が充分に機能していると判断した。 

 

 

基準８ 内部質保証 

8-1 活動の状況やその成果・効果について，自己点検・評価を行い，その結果を改善につなぐ適切な

体制（内部質保証体制）が整備されていること。 

 評価：A 

【基準に係る状況】 

本センターの運営委員会および自己点検・評価委員会において，本センターの活動状況とその成

果・効果が各委員に把握されるとともに，管理運営に反映されている。自己点検・評価委員会には，

理事（教育，評価担当）や各学部の教務学生委員長又は教育委員長を含めており，運営委員会とは別

で機能する構造となっている。なお，令和 5(2023)年度からは，これらの委員会に加えて，センター

長，副センター長，専任教員，兼任教員，特命職員，学務部教務課職員による月例のミーティングを

開催し，活動の状況とその成果・効果がより適切な形で管理運営に反映されるよう改善を行ってい

る。 

数理・データサイエンス・AI 教育プログラムの自己点検・評価については，各プログラムを構成す

る授業科目の担当教員の協力の下，本センターの専任教員が中心となって自己点検報告書を作成して

いる。この自己点検報告書は評価委員会により審議・承認されている。 

【評価結果とその理由】 

基準に係る状況から，活動の状況やその成果・効果について，自己点検・評価を行い，その結果を

改善につなぐ適切な体制（内部質保証体制）が効果的に整備されていると判断した。 

 

8-2 内部質保証体制が有効に機能していること。 

 評価：A 

【基準に係る状況】 

自己点検・評価対象年度における本センター運営委員会及び評価委員会の開催実績は以下のとおり

であり，これらの委員会において本センターの活動状況とその成果・効果が各委員に把握されるとと

もに，管理運営に反映されている。さらに，評価委員会において数理・データサイエンス・AI 教育プ

ログラムの自己点検報告書の確認・承認が行われている。なお，項目 3-1 にも記した通り，自己点検

報告書はセンターホームページにて公開している。（https://www.dsai.u-fukui.ac.jp/program/） 

 

 運営委員会 評価委員会 

令和 3 年度 令和 3 年 7 月 5 日 令和 4 年 3 月 3 日 

https://www.dsai.u-fukui.ac.jp/program/
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令和 3 年 8 月 24〜27 日 

令和 3 年 12 月 13 日 

令和 3 年 12 月 20〜22 日 

令和 4 年 3 月 29〜31 日 

令和 4 年度 令和 4 年 4 月 21 日 

令和 4 年 12 月 23 日 

令和 5 年 3 月 27〜30 日 

令和 5 年度 令和 5 年 5 月 1 日 

令和 5 年 6 月 20〜26 日 

令和 5 年 5 月 2〜9 日 

（注）下線はメール審議 

 

また，教育プログラム対象科目においては，毎年度受講生アンケートを実施し，教育プログラムに

おける自己点検・評価とそれを踏まえた改善を行っている。その結果，令和 5(2023)年度のリテラシー

レベル対象科目におけるアンケートでは，以下の通り，多くの学生が数理・データサイエンス・ＡＩ

を学ぶことの意義・楽しさを理解し，また，他の学生へ勧めたいと回答している。 
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【評価結果とその理由】 

基準に係る状況から，内部質保証体制が充分有効に機能していると判断した。 

 

8-3 全学テーマ別自己点検・評価に係る点検・評価項目の基準等がみたされていること。（該当する場

合） 

 評価：該当しない 



   
   
   

 
   

  
 

 
 

  
 

 
  

       
       
       
      

 
     

 
  

     
     
     
     
     

  
  
 

 
 

  
 

 
  

18

参考資料：センター規程
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参考資料：運営委員会要項
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参考資料：自己点検・評価委員会要項
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参考資料：リテラシーレベル申請様式
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福井大学データ科学・AI教育研究センター概要
Center for Data Science and Artificial Intelligence （略称：DAセンター）

教員組織
各部門

教育組織
各学部
大学院

共同教育
研究施設
・機構等

データ科学・AI教育研究センター［基盤部門］

センター長，専任教員1名，兼任教員（各学部より複数名）

運営委員会

(1) センター運営の基本方針及び事業
計画に係る事項

(2) センターの業務に係る事項

自己点検・評価委員会

(1) センターの自己点検及び評価
(2) 数理・データサイエンス・AI教育

プログラムの自己点検及び評価

相
互
支
援

エキスパート

2,000人/年

応用基礎レベル

大卒者50%

リテラシーレベル

大卒者全員

AI戦略2019
デジタル社会の「読み・書き・そろばん」であ
る「数理・データサイエンス・AI」の基礎など
の必要な力を全ての国民が育み，あらゆる分野
で人材が活躍

育成目標【2025年】

学部の特色に応じた
応用基礎レベルの

教育プログラムを展開

人材
育成

研究推進

国際連携による次
世代AIデータ関連
インフラの構築

自治体・中小企業
の業務効率化や

生産性向上

スマート農業技術
による成長産業化

世界の医療AIハブ

インフラ・防災
データプラット
フォーム構築

スマートシティ
共通アーキテク

チャ構築

物流網における生
産性向上・高付加

価値化

AI研究開発の日本
型モデルの構築

AI戦略2019より抜粋

FAA（ふくいアカデミックアライアンス）
県内高等教育機関へ教育プログラムの
普及、協力体制の構築

北陸三大学の連携事業
富山大学・金沢大学・福井大学にて
北陸地区大学連携による地域への普及

(1) 数理・データサイエンス・AI分野に関する教育研究の推進及び支援
(2) 数理・データサイエンス・AI教育プログラムの制定，管理運営
(3) 数理・データサイエンス・AI分野に関し，学内外の教育研究組織及び

地域社会との連携協力

リテラシーレベルの
教育プログラムを

全学部生向けに展開
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